
授業科目 音韻障害 ll （器質）

［担当教員名］ 対象学年 i 対象学科 ！ 者ロ吾nロ

糟谷政代 開講時期 後期（後半） : ．； 必修・選択 : ． i 必修

単位数 l 時間数 l 15 

【＜概要＞又は＜一般目標： GIO>】

器質性構音障害の定義、発生機序、種類、特徴および治療法を理解する。

特に口蓋裂言語および口腔癌切除後の言語障害に関する言語症状、検査、評価、診断、治療法について学習する。

【＜学習目標＞又は＜行動目標： SB0>】

鼻咽腔閉鎖機能不全に関する疾患、言語症状、検査、評価、診断、治療方法についての知識を学習する。

他科との連携、手術方法、発音補助装置と言語障害との関係について理解する。

口腔癌切除後の構音について理解する。

器質性構音障害の症例に対する言語聴党士の役割を認識する。

回

数 授業計画又は学習の主題

11器質性構音障害の原因疾患、構音器官検査法、言語機能検査法

21口蓋裂の概要、口蓋裂言語の特徴

31口蓋裂言語の特徴（検査、診断、評価）

41言語治療方法（対症療法、長期系統的治療計画と術前後の母親指導、言語管理

51粘膜下口蓋裂、先天性鼻咽腔閉鎖不全症の言語障害

61口腔癌（舌・硬口蓋・軟口蓋）切除後の言語障害、検査、診断、治療の留意点

71試験
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